



































（WHO）の『Statistical Classification of Diseases, Injuries, and Causes of
Death : ICD』と米国精神医学会（APA）の『Diagnostic Statistical Manual










嗜癖という概念は 17世紀頃に登場したといわれる（Alexander & Schweig-
３８ 「嗜癖」とは何か



















































































1912年には Wholey が“Relationship of drug addictions, particularly alco-



























依存の時代では ICD-8（1965年）から ICD-10（1989 年）まで作成され





















































癖が依存に代わって間もない 1971年には Oates が『Confessions of a worka-
































































めである。実際，『The International handbook of addiction behavior』
（Glas, 1991）や『Assessment of Addictive Behaviors』（Donovan, 1988）



































































































世界保健機構（WHO） アメリカ精神医学会（APA） その他海外の動き わが国の動き
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